
民間活力で都市間競争力を高める

1970年、日建設計工務株式会社は「株式会社日建設計」に改称しました。
シンクロするように、この年から日本の社会や技術がビッグバンのように拡大を始めます。
1972年には日本列島改造論が提議され、都市改造と地方都市の整備が進められました。
それにより国内の各都市が新たな展開を求め動きだします。
こうしたなか、日建設計は、
日本第二の都市である大阪をさらに発展させるという「用」に応え、
「大阪ビジネスパーク（OBP）」の「プロジェクト」を担いました。
官ではなく、土地所有者と日建設計が事業を主導。
民間活力を活用するモデルプロジェクトとして位置づけられ、
民間主導型開発事業の先駆けとなりました。
民はもちろん官に至るまで、多くの人々との出会いと関係者の強い意志、
そこから生まれた信頼の積み重ねによってまちづくりは成功し、
大阪の経済発展に「貢献」しました。

[大阪ビジネスパーク 1970年代～]
民間主導による約26haという大規模な土地区画整理事業。
日建設計は竹中工務店や槙文彦氏とともにOBP計画1969を提案。
1970年代からは、立場や専門性の垣根を超えたコラボレーションで
都市開発に貢献している。
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